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［ お問い合わせ ］

● 東京都歯科技工士会への入会希望者 ：８月１日㈭ AM10時～
● 東京都歯科技工士会会員 ：８月３日㈯ AM10時～
● 学生・東京都内在住または在勤の歯科技工士：８月５日㈪ AM10時～
＊受付開始日前のお申し込みは無効といたします。

［ 申込開始日 ］

緊急連絡、変更＆追加報告をスムーズにさせるために都技では試験的にLINE
公式アカウントを設けましたのでLINEを使用されている方は、是非とも登録を
お願いいたします。

［ LINE公式アカウント登録のお願い ］

都技LINE公式
アカウント二次元コード

本研修会は東京都保健医療局からの委託事業となっております。
つきましては受講対象者は以下の方に限ります。
● 東京都歯科技工士会への入会希望者
● 東京都歯科技工士会会員
● 学生・東京都内在住または在勤の歯科技工士

［ 重要なお知らせ ］

① 参加希望者は申込用二次元コード、もしくは東京都歯科技工士会のホーム
ページからお申し込みください。
　 　ホームページURL： https://www.to-ginet.com

② 上記オンライン申込をされますと登録したメールアドレスに自動返信されま
すのでご確認ください。

＊定員になり次第締切といたします。
＊オンラインによる公開は予定しておりません。
＊受講確定後キャンセルする場合、至急ご連絡ください。代理人のご参加はご遠慮ください。

［ 申込方法 ］

申込用
会場受講

無料（事前申込制）参加費

8名定員

新東京歯科技工士学校
実習室401教室
東京都大田区大森北1-18-2
TEL  ０３－３７６３ー２２１１

場所

●筆記用具
●赤青鉛筆
●ワックスインスツルメント
※できれば臨床模型をご持参ください。

持参品
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　私たち歯科技工士は一般的にサベーヤにて義歯着脱方向を決定
し、アンダーカットゲージを用いて垂直設計法により各種維持装
置を設計します。模型傾斜設計法ではアンダーカットゲージは使
用しません。義歯着脱方向を決定しサベーラインを描記します。
そして模型を任意の角度に傾斜させ義歯着脱方向に対して新たに
アンダーカット量をもつサベーライン（クラスプ設計ライン）を描
記します。この方法では個々の様々な歯牙形態をアナライズした
クラスプ設計、また口腔内軟組織の形態的な関係が分析可能です。
　今回のハンズオンセミナーでは、模型傾斜設計法の理論と通常
のサベーヤとMDJ（マルチデザインジグ）を用いて、樹脂クラス
プ（ノンメタルクラスプ）をはじめ各種維持装置の設計法をお伝
えします。技術的経験値にとらわれず、誰でも簡単正確に各種ク
ラスプ設計ラインを実線で描くことが可能です。
　また、模型傾斜角度と垂直設計法（アンダーカットゲージ）の
アンダーカット量の関係を検証し、鉤歯補綴時のプレパレーショ
ン（waxup法）についてもご紹介いたします。

大倉 雅夫 ［おおくら まさお］

■講師略歴

㈱マックデンタルジャパン 代表取締役

略歴
1959年 栃木県出身
1982年 東邦大学理学部化学科卒業
1984年 東京歯科技工専門学校卒業
1987年 マックデンタルラボラトリー開設
1989年 ㈱マックデンタルジャパン 設立
2003年 BPSラボラトリー認定
2014年 ㈱デンタリードインストラクター
 VertexDental インターナショナルトレーナー
2019年 VertexDental Thermo Sensインターナショナルマスタートレーナー
 Vertex ThermoSensマスターラボラトリー認定
 大栄歯科産業株式会社インストラクター
2020年 模型傾斜義歯設計法 MDJアングルステージ開発

●筆記用具　●赤青鉛筆　●ワックスインスツルメント
※できれば臨床模型をご持参ください。

持 参 品

１．模型傾斜義歯設計法理論
２．各種維持装置設計法
３．設計実習
４．模型傾斜設計法による鉤歯プレパレーション
５．質疑応答

セミナー内容

T o k y o  m a s t e r  c o u r s e  S c i e n c e  L e c t u r e応 用 講 習 会 Ⅲ
［ ハンズオンセミナー ］


